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No. 31 (1986) 

マウス M3A細胞におけるメタロチオネインの誘導とその分子種

鈴木純子，糠信喜利子，小林静子

〔第59回 日本生化学会大会 (1986年9月，大阪）で発表〕

〔目的〕 肝がん患者の肝中で Cu結合メタロチオネインが見い出されている。マウス乳がん由

来 FM3A細胞に Cd及び Cuを投与して，がん細胞におけるメタロチオネイン（MT〕の誘導

とその分子種について，ラット肝 CdMTのそれと比較検討した。

〔方法〕 マウス FM3A細胞を 2.5%FCSを含む ES培地で 5%C02存在下 33°Cで培養し

た。対数増殖期にある細胞に 1μg/ml Cd又は， 5μg/ml Cuを投与し，一定時間後採取した。

2×103個の細胞に 2mM DDT. 100 mM  NaClを含む 10mM  Tris-HCl buf., pH 7. 5で hono-

genizeしその可溶性画分を SephadexG-75によりゲルろ過し，金属の溶出位置から MT画

分を得， AsahipakGS-320によるゲルろ過，ならびに陰イオン交換体である Asahipak ES-502 N 

カラムを用いし HPLCで MTの分子種の分離を試みた。対照として SephadexG-75および

DEAE-Sephadex A-25によって精製したラット肝 CdMT-1,-2を用いた。

〔結果〕 Cdおよび Cuを投与した FM3A細胞で MTが誘導されることが確かめられた。

FM3A細胞の SephadexG-75による画分を AsahipakGS-320カラムを用いて HPLCを行う

と， retentiontimeの異なる 2つのピークがそれぞれ得られた。各ピークは SephadexG-75, 

DEAE-Sephadex A-25によって得られたラット肝 CdMT-1,-2の溶出位置に一致した。ゲルろ

過による FM3A細胞の CdMT画分を AsahipakES-502 Nカラムで HPLCを行うと Cdの

分布した 4つのピークが得られた。 4ピークの内 3ピークがラット肝 CdMTのそれと一致した

が， CdMT-1画分に新たなピークが見し、だされた。 Cu投与した FM3A細胞の場合は不鮮明な

ピークとなった。

〈考察〕 マウス乳がん由来の FM3A細胞において明らかに MTが誘導された。 Cd投与の場

合 MTの分子種は質，量ともにラット肝 CdMTのそれと異なった。 Cu投与の場合は低速イオ

ンクロマトグラフィーのカラムパターンも Cd投与と差異が認められた。これは CuMTの立体

構造が CdMTおよび ZnMTと異なること，チオネイン分子に結合している Cu+,Cu2＋の影響

が推測される。 Asahipak ES-502 Nカラムによる HPLCは MTの分子種の解析に有効である

ことが，示唆された。

液粒クロマトゲラフィー

阿部芳康，真弓美子，西沢秀幸

〔日本薬学会第 106年会（1986年4月，千葉）で発表〕

〔緒雷〕 たて長の管内で，棒を回転させながら，互いに混ざり合わない 2液相を撹狩し，向流

抽出を行う方法が1938年に報告されている 1)。 この方法では，内管の回転によって，たて方向へ
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